
  

 ボランティア活動支援センター 

ボランティア奨励コンテスト 1次審査（実施報告） 

日 時：2021年 11 月 20日（土） 14:30～15:50 
場 所：今出川キャンパス ジェームズ館 J207   参 加：2 団体 学生 8名 

活 動 名 団 体 名 
食品ロス・貧困をなくすための活動 サステナブル研究会 
げんき推進プロジェクト（高齢者とのオンライン交流） まちづくり委員会 

 
 審査員：小﨑  眞 （ボランティア活動支援センター長） 

村上  恵 （学生支援部長） 
     岩永 ひなた（学生会長） 

内 容：昨年度より開始した当コンテストは、「コロナ禍の状況でも地域社会での人とのつながりに工
夫をしたボランティア活動」に募集内容を変更し、実施しています。上記２団体がエントリー
をし、ポスターを使ってのプレゼンテーションおよび質疑応答による１次審査に臨みました。
厳しい現実にありながらも、参加者は熱願冷諦

ねつがんれいてい
の（熱意をもって真剣に願い求め、冷静にな

って本質を見極めた）活動と発表をしました。自分の考えのみに閉ざされることなく他者の意
見に耳を傾け、豊かに響きあい学びあう、共感と共助の精神が培われる場となりました。 

 
参加学生の感想： 

・ほどよい緊張感と温かい雰囲気で発表しやすかったです。他団体の発表からは、私たちとは違う方面 
から「今、私たちにできること」を考えて活動を行なっていることを学べました。 

・競い合う場というよりも、参加団体同士が健闘を称え合い、学びを深められる温かい雰囲気だったの 
が印象的でした。 

・審査員の方に、アドバイスやこうしたら面白いのではないかということをたくさんお話しくださった 
ので、今後活動していくうえで貴重な情報収集の機会となったと思います。 

・SNSのレシピ投稿では時短レシピにした方が良いのでは、という意見は参考になった。SNSの 
発信は企業にも見てもらえるチャンスの宝庫なので改善して質向上を図りたい。 

・参加してくださっている高齢者の方々の世代観・お気持ちを考えたご助言をいただけたことで、 
このプロジェクトに改めてやりがいを見いだせました。 
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